第４回北区男女共同参画審議会議事録

日　　時：平成２３年１０月２５日（火）午後６時３０分～
場　　所：男女共同参画センター「スペースゆう」多目的室ＡＢ
１　開　　　会

２　議　　　題
　　（１）アゼリアプラン進捗評価報告書（案）について

　　（２）平成２４年度における重点取り組み（案）について
　　（３）その他
３　閉　　　会
出　席　者　　白井会長　　　　宮城副会長　　　奥津委員　　　　宮澤委員

　　　　　　　山田（三）委員　照井委員　　　　我妻委員　　　　茂垣委員
　　　　　　　厚美委員　　　　関口委員　　　　高橋委員　　　　上川委員
中澤委員
小宮山男女共同参画推進課長

欠　席　者　　山田（昌）委員　小川委員　　　　臼倉委員　　　　青木委員
　　　　　　　寺内委員　　　　谷川委員　　　　内田委員

審議
それでは、議題１に入らせていただきます。アゼリアプランの進捗評価報告書（案）について、説明を事務局よりお願いいたします。
○小宮山課長
（アゼリアプラン進捗評価報告書（案）の説明。）
○白井会長

それでは、ただいま男女共同参画推進課長より説明がありました進捗評価報告書（案）について、これより意見交換を行いたいと存じます。

○高橋委員
全体のイメージで確認なのですけど、男女共同参画審議会が出される報告書案ということでまとまっているのですが、総評が、審議会の評価内容で、外は、これに至るまでのプロセスの説明ということでよろしいでしょうか。
○白井会長
そうです。最終的な総合評価は審議会ということで、それまでの資料は、男女共同参画推進課の作成したものとなります。
○宮城副会長
「計画を推進するための仕組み」の課題１で、「区の推進体制の今後の課題」のところ、評価書はこれでいいと思いますが、幅広い区民の利用を目指すために、「効果的な区民への情報提供、（事業実績、評価結果の公表）の方法を検討する必要がある。」これそのものが評価の公表のことですね。

現時点で事務局としては、この評価結果の公表の方法について、区民向けに検討はされていらっしゃいますか。
○小宮山課長
一つは、ホームページにアップして、いつでも知りたいときに、引き出せるような形をとらせていただき、また、地域振興室や図書館に、この報告書を送らせていただいて、そこで見ていただこうと考えております。
○宮城副会長

区民が利用しやすい形というのは、これで利用しやすいのかなと。今後の課題で結構ですけれども。

○小宮山課長
わかりやすいのは、これが一番わかるのかと思います。

また、今回総評でもかなり例年に比べて短くなり、エッセンスが備わっているとかとは思いますが、外の自治体等も研究しながら工夫はしてみたいと思います。

○白井会長

これを年数かけてつくったのですから、区民の方に周知徹底して、ＰＲをしていただければいいと思います。

○上川委員

男女共同参画社会を目指すことによって、何がメリットなのか。大きな目的、その目的を達成するために理念があって、行動計画があって、評価があってという一つの流れですけれど、最も知りたいのは、男女共同の事業を進めることによって、何が一体メリットなのか。そこのところを区民が一番求めているという気がするのです。
○宮城副会長
今のご質問に形式的に答えるのは、私は男女共同参画基本法の理念、その理念に基づいて、国も計画を立てて実行し、男女共同参画基本法に基づいて、市町村が計画を以て施策を推進する位置づけがされている説明をするしかないと思っています。

男女共同参画とは最終的には、「一人一人が生きやすい社会を目指す」ということです。ただ、配慮度チェックを見ていると、細かくやればやるほど、男女を同じにすることが男女共同参画のように受け取られているのかなという不安を具体的内容からは感じたのです。

実は、男性と女性の違いがあるのだったらなぜなのか。そのことが固定的役割分類意識で女性の人権を制限しているものだったら修正しなければならない。しかし、本来的に男性と女性に違いが生じて、尊重しなければいけない違いになったら、尊重しなければいけない。同じにすることが目標ではないのです。そういう意味で、常に一番もとの理念を確認しながら推進していかなければいけないのかなと感じました。

○関口委員

今後は町会、自治会との連携により、出前講座を進めていくこ必要であるとのことですけれども、多分、理解が難しい。しかし、「暮らしやすい世の中なのだ」ということがよくわかるような、分かりやすいものがないと、地域の中で浸透していくのは、非常に難しいのかなと思うのですけど、いかがでしょう。

○山田（三）委員
男女参画基本法が知られていないということなのです。私も、今回の審議会に参加するまでは、男女参画という名前やアゼリアプランがあるのは知っていましたけど、内容自体は漠然と分かっていた程度です。
○我妻委員

アゼリアプランは、カラーのイラスト入りでわかりやすいパンフレットがありましたね。その様な形で、基本法についても資料を作成すると、もっと理解しやすいかと思います。文字だけでなく、イラストを見ながら説明を聞くと、ある程度理解しやすいと思います。
○厚美委員

今一番理解しやすい題材が、防災の話だと思っています。３月１１日以降いろいろなことがありましたし、避難所の運営で、どういうことが男性・女性が困ったのかとか、高齢者の方、障害者の方が困ったのかというようなこと。また、どのように復旧・復興していくかというお話ですけれども、防災計画の見直しもありますし、東京も首都圏直下型が３０年の間に９８％の可能性で来るというぐらいに危険な状況があるということなので、すごく具体的には伝わりやすいことかなと思っているのです。
いろいろなテーマとか具体的な例を、そのように考えながら進めていくと、良いかと思っています。

○白井会長
取りまとめものを、さらに区民の方にどのように知っていただくかというところまで発展しましたけれども、この報告書の内容はどうでしょうか。
皆さんが出された意見について、男女共同参画推進課で調整していただいて、最終案を作成していただきたいと思いますけれども、正副会長と男女共同参画推進課に一任していただいて、よろしいでしょうか。
（はい）
○白井会長
それでは、議題の２に移りたいと思いますけれども、よろしいでしょうか。
それでは、平成２４年度における重点取り組み（案）について、事務局より説明をお願いいたします。
○小宮山課長
（平成２４年度における重点取り組みについて説明。）
○白井会長
ありがとうございます。
ただいま推進課長から説明がありましたが、それについて何かご質問等ございますでしょうか。

○宮澤委員

これは結局、自治会とかで、重点取り組みを伝えていくといわけですね。方法はどういう方法をとるのですか。
○宮城副会長
私どもの事業の中に出前講座というのがございまして、男女共同参画に係るいろいろなミニ講座の幾つかメニューがございます。まずは、北区の自治会連合会のほうへ、ご案内を申し上げていこうかと思っています。そして出張して、地域の例えば役員の方、あるいは町会の方の集る会合で、男女共同参画にかかわるテーマの講演会を行わせていただくということで、展開していこうと考えています。
○宮澤委員

僕はその話、非常に難しい話だと思うのです。本当にこれだけうまくできるかどうか。時間帯、曜日も場所をよっぽど考えていかないと、人が集まるのが難しいと思います。

○白井会長
町会、自治会等でご協力いただきたいと思います。いろいろな講座や出前出張もしておりますので。
○宮澤委員
我々も自治会でもやっていますが、人が集まらない。
しかし、例えば防災等というと、結構集まるのです。やっぱり興味あるものに対しては集まるけど、興味がないものにはまず集まらない。企画をどうするかが問題だと思います。
○宮城副会長
男女共同参画といえば、何かちょっとわからないと思うのです。どういう具体的な例であれば、人が集まるか、そういう情報を課に提供していただけたらと思います。
○小宮山課長
私どもの事業でいえば、比較的興味を持っていただけるＤＶの課題がございますので、そのようなところから、やはり男女共同参画の必要性なども、お知らせできるかと考えております。
○中澤委員

児童虐待の対策担当課長もやっていますから、そういったようなことも全部含めて何かうまく、人も集まって、お話しできるようなことを考えさせたいと思います。

○宮澤委員
例えば地域の中の老人会だとかは結構人が集まっているのです。食事会などをやってますから。ただ、若い人たちを集めるのが難しい。
○小宮山課長
昨年度の出前講座は、高齢者の方の食事会に、「１００円ショップから見える世界」ということで、フェアトレードのお話を通して、男女共同参画のお話を３０分から４０分程度させていただきました。いろいろと工夫をしながら、ニーズにあったものを伝え、まず最初の一歩をさせていただければと思っております。
○白井会長
地域から出前講座をお願いしたいという声も、上がってはいるのですか。
○小宮山課長
出前講座というシステムが、まだなかなか周知されてないところも一つあります。
また、今、講座の内容に関しても、事務局の方で見直してるところでございます。そこが整い次第、広くＰＲしていきたいと考えております。

○白井会長
何か質問、意見はございますか。
○宮城副会長
重点取り組みは、評価の中で取り組めていないものを挙げるべきかと思っています。
目標３の分野では、「男女の生活自立の促進」になっているのですが、私は評価の中ではデータブック作成は、早くから取り組まないと間に合わないのではないかと思います。その辺はいかがでしょうか。

○小宮山課長
データブックにつきましては、北区のデータにつきまして整理をさせていただき、それを簡易なものとして、まず資料として出させていただければと考えています。

今後は、その中で男女共同参画を推進するために、どのようなデータが必要なのかをご審議いただいたところで、データブックの作成につなげていきたいと考えております。
○宮城副会長
わかりました。
○関口委員
２２年と２４年を見ると、取り組み内容が随分と変わってきている中で、「子育てや介護を安心して行うための環境整備」と書いてあるのですけど、例えば子育てを安心して行うための環境整備なら、保育でいいのかなと思うのですが、介護というのがどこで反映されているのかと、気になったのですけど。
○小宮山課長
介護につきましては、まずはこれから研究、検討してく段階ですので、今回重点としては取り上げませんでした。
ケアマネジャーを対象とした介護休暇制度などの周知方法等を検討してきたいと思います。

○関口委員
「介護のために離職した人へ」のというところが書いてあります。ここと私は絡められるのかと思います。子どもが保育園に預かってもらえないから仕事ができないということと、介護のために離職して次に仕事がないというところとリンクしていると思ったのですけど。
○我妻委員
私も介護のことですが、男女共同参画の分野で介護といっている意味は、介護に従事している人は、女性が圧倒的に多いということで入っているのですよね。また、同時に女性だけじゃなくて、男性でもだれでも介護できるような環境にしたいのですよね。そうしたら、それに関する事業、啓発とかが必要ではないかと思います。
○白井会長
一緒に入れていただければ良いと思います。それから、どのように待機者が減少したのか、または、待機がふえているのかどうかという辺りも加えられないかという感じはいたしますけれど。

○山田（三）委員
あとは、保育の内容になると思います。

○中澤委員
大きな課題、直接課題解決に大きな重みを持つ取り組みを、ある程度選択していこうという考え方から、待機児童数は大幅に減少はしたのですけれども、来年はどうか、この情勢の中でどうなるかわからないとすれば、量的拡大についても、引き続き重点として取り組むべき課題として挙げることが良いのではないかといことで、案として出させていただいているということです。
ですから介護の関係にしても、地域包括支援センターについての充実等に取り組んでいくことではありますが、基本的には１課題１取り組みということで整理をさせていただいておりますので、引き続き、同じ項目を挙げさせていただいたということなのですが。

○上川委員
子育て、介護のところで、今、内容が保育サービスの「定員数の拡大」になっていますけど、できれば充実のほうが良いのではないかという気がしますが。
○白井会長
サービスの充実ということ。
○上川委員
サービスの充実をうたっているわけですから、定員数についても拡大ではなく、充実のほうが柔軟ではないかと思うのですけが。
○山田（三）委員
定員数を充実というのは。
○奥津委員
保育サービスの拡充ですか、定員だけじゃなくて、何を含めて。お金がついてくるものなので、何か大丈夫かなという感じがいたしますが。
○上川委員
実際、もう来年は増えてしまうのですよ。要するに待機児童よりも、保育園の数の増えるのです。
○白井会長
そうすると、充実というか今は、拡充という。
○上川委員
拡大ということは、減らすということはまずないわけですから、もう拡大しかないと思います。
○白井会長
拡大ではなくて拡充。
○上川委員
拡充ならば、充足する意味になるのだけど、拡大となると増やすしかないと思います。
○奥津委員
サービスの拡充で、例えば多様化に対応するような柔軟なサービスの提供とか、それは入りますというような言い方であれば。
○宮城副会長
ただその意味では、これは既に計画の中に取り上げている取り組みを入れているのですね。ここで保育サービスの充実と挙げているのは、内容をここは略して書いていますけど、この保育サービスの充実を取り上げているところは、取り組み内容は、女性の就労を支援するため、公立保育所における受け入れ児童数の増や、認可保育所、認証保育所及び家庭保育所の新設・保育サービスを充実します、というこの内容なのです。これを、ですから３年連続重点取り組みするわけですね。

だとしたら、もちろん取り組みに挙げなかったら下がるということは、基本的にはないはずですね。保育計画があるわけですから。そうしたら、次の３１の就労形態に合わせた保育サービスを取り上げることが、今の趣旨には合うのではないかと思います。

○山田（三）委員
内容ですね。
○宮城副会長
取り組みについてです。
先ほどのご意見のように、介護の問題もということでしたら、この２６ページに載っているところでは３３番が地域で支える仕組みづくりですから、３４番が職場復帰のための支援なのですね。これが、評価の中で出てきた課題に対応するならば、職場復帰の支援が明確なような気がします。

○上川委員
そうですね、３１番。
○山田（三）委員
３１ですね。そうすると両方とも当てはまるわけですから。
○上川委員
その方が適切ですね。
○我妻委員
数が足りているであれば、違うことを行うほうが良いかと思います。
○宮城副会長
もう少し目標値にまで届いていないのですけれども、でも伸びてきているわけですね。そうすると、質の問題を２４年度ぐらいは取り組み初めておくと、最終的には良いではないかという気がいたしますが。
○中澤委員
事務局の認識は、量的拡大がまだ必要だということで挙げさせていただいているので、そこは審議会としてあまり重きを置かず、別なものが良いのではないかということであれば、先ほど来出ていた介護関係の施策の方向の介護をサポートする仕組みづくりから選択をするということで、ご提案を申し上げたいと思いますが。
○白井会長
職場復帰のための保育サービスということも、可能なのではないでしょうか。
○山田（三）委員
３１の就労形態にあわせたということ。
○白井会長
ここまで保育について３年きちっとやりたいという、北区の方針もありますでしょうから。
○宮城副会長
ここで重点に取り上げることによって、所管課との関係になるわけですね。
○小宮山課長
それはあります。
○宮城副会長
そうすると、３１の保育サービスにしておいたほうが、あとの選定ということは取りやすいということはあるのですか。
○中澤委員
確かにそれはありますが、実際、量的拡大のイニシアティブ自体はとりやすいのですけれども、延長や休日病後児とかという話になりますと、区が直接というよりは、事業者にやってもらうというようなことが前提になるので、それができるかどうかということになると、必ずしも確実にはならない。
それは結果論でいえば、重点に挙げたけれども、相手がうまく動いてくれなかったからできませんでしたという話になることも懸念される。それはそれで致し方ないことであるかとは思っていますが。

○宮城副会長
区の主体性が出しやすいという意味で、こちらの重点取り組みに取り上げたということですか。
○中澤委員
そういう意味もなくはありませんけど、繰り返しになってしましますが、量的拡大がまだ重点的に必要なことだというのが自分の考えなので、これで出させていただいたということなのです。
○白井会長
例えば就労形態もあわせた保育サービスとなると。
○中澤委員
病後児保育といきには、実は病後児保育じゃなくて、病児・病後児保育のほうがニーズとしては非常に強いところがあて、それは病院等との連携がうまくいかなければ、実現はしないという意味で非常に難しいところがあります。
延長保育とか休日保育に関しては、指定管理者制度や民間委託にする時点で、充実するということをいたしますので、そのこと自体は、方向としては別に、クリアできないわけではありませんし、私ども取り組もうとしていることではあるのです。

○宮城副会長
重ねてお尋ねしますけれども、そうすると、今、区内の中で、量的拡大のほうが重要だという状況だということは、例えばここで挙げている延長保育、休日保育、病後児保育などについての実態把握は、既にされている。
○中澤委員
ニーズ調査事態は、保育計画を作成するときにやっていますので、そこではわかっています。
○宮城副会長
それに対応する対策の検討も、それはそれで行われていると理解してよろしいですか。
○中澤委員
そういうことです。
○宮城副会長
わかりました。そういうことでしたら良いのです。私は、量的拡大はある程度進んできているので、次のステップを見据えるためには、重点課題として取り上げたほうが良いのではないかという意見なのですけれども。

事務局ではまだまだ量的拡大というご判断があって、かつ３１に関しては、準備というか研究を既にされていらっしゃるということならば、それでも良いかと思いますが。

○中澤委員
保育サービスの項目にはこだわりません。
○白井会長
どうでしょう。
○奥津委員
難しいお話なので、実は待機児童の数、北区だけじゃなくて国全体で見たとき、保育園をつくればつくるほど待機児童は増えてきたというのが現実なのです。それは合理的理由もあるわけです。

ですから、来年どうなるかわからないというのは、本当にそのとおりだと思います。数がないことにはどうしようもないというのも本当にそうなので、確かに重点で一つだけ挙げろといわれたら、数は落とせないという気はします。

数だけで良いということではないことをはっきりしておけば、仕方がないのかなという気がしてますが。数がないことには、それはどうしようもない。
○白井会長
そうですね。北区の保育の関係について好評だというのは、やっぱり児童、子どもたちを抱えているお母さん方にとっては。他区においても、一目も二目を置かれており、評価されておりますから。それをもう１年。

○奥津委員
その評価が高くなったから、北区に皆さん移ってこられることもありますから。もう１年、確かに様子をみても良いかなという気はしますね。
○白井会長
子どもさん持っている方は切実なことです。

また、介護も確かに目標としては、介護に徹底ということで。
○宮城副会長

２５年度の検討事項に送るということで。

○白井会長

課題の中には介護も入っているのですけども、単なる数字だけではなくて、より充実していただくような方向でご検討いただくということで、一応拡大ということでよろしいでしょうか。

○上川委員
実際的に来年に幾つくるのですか。きちっとした数字を示したほうが良いかと思いますが。
○中澤委員
来年の４月は豊島、豊川にできます
○上川委員
今の話は、それを踏まえてもまだ増やすという話でしょうか。
○中澤委員
そうです。地域的には浮間が必要かと。
○白井会長
今、そういう計画もあることで、より充実。
○中澤委員
２４年度にお金をかけてやることは、２５年の４月の定員拡大に反映されるので、その辺が微妙な話ではありますけれども。
２４年度にお金をかけるものは何かといえば、一番お金をかけるのは外語大の跡地の保育園。

○上川委員
ということは、そこを見込んでいるということ。
○白井会長
取り組みがないと、なかなか難しいところもあるでしょうから、その必要性がということで、将来の計画もある程度見越した上でということのようですので、いかがでしょうか。やはり子どもを預けられて、元気でということであれば、子どもの数も少ないので、社会性を養うためには保育園でも重要な役割を果たしていくと思います。

それでは、一応いただきました計画のとおりでよろしいですか、目標２のところの２についてですけれども。
（異議なし）

○白井会長
その他についてはいかがでしょうか。

○厚美委員

「あらゆる暴力・暴言の根絶」のところで、取り組みが今度メディアということにはなっているのですが、今の状況を考えてみますと、大人のＤＶだけではなくて、中学生とか高校生、大学生のデートＤＶの問題が、かなり大きくなっている現状があるかと思うのです。
そういう現状がありながら、メディアというふうに重点項目を取り上げたのは、何か理由があるのでしょうか。

○小宮山課長
ＤＶに関しましては、昨年度と今年度、ＤＶで重点で取り組ませていただきまして、最後に説明いたしますが、パープルリボンの活動等を、センターから情報発信をするような事業なども始めているところです。
ただその中で、この間の分科会の中でもＤＶにもつながるようなところがあるメディアの課題に関しては、アゼリアプランの第４次が始まってからは、あまり取り組めていない部分もございましたので、一度ここに重点とさせていただいて。

なかなか非常に扱いにくい課題ですし、啓発の方法は難しいとは思うのですけど、結局それでやらなくなってしまうと、どこからも発信されないということが起きてしまうのではないかと思いますので、今回重点に挙げさせていただいたということであります。
○白井会長
どうでしょうか。メディアの場合は、やはり大きな影響があると思うのです。小さい子どもたち、学生たちにとっても。デートＤＶも大変に重要ですが、計画も３年目になり、取り組んでみたいということで、特にこれを出されたのだと思います。

その点はいかがでしょうか。
○厚美委員
うまくデートＤＶの問題とも絡めてやっていただけると、啓発としてはいいかと思います。
若い人たちに伝わるような形で、やっていただきたいと思っています。

○白井会長
これは、担当課に教育指導課が入っていますよね。
○小宮山課長
はい、入っております。
○白井会長
取り組みについてはいかがでしょうか。それでは、皆様からのご意見を男女共同参画推進課で調整していただいて、区として最終案を作成していただくということでいかがでしょうか、ご一任するということで。
（異議なし）

○白井会長
ありがとうございます。

それでは、最後にその他についていかがでしょうか。

○小宮山課長
今後の予定も含めて。
○白井会長
では、事務局から今後の予定について、ご説明をお願いしたいと思います。
○小宮山課長
今後の予定でございますが、今回ご確認いただきましたアゼリアプラン進捗評価報告書を北区男女共同参画推進本部に報告させていただきます。それを受けまして、北区としましてアゼリアプランの実績報告書を作成いたします。
また、今年度の仕事と家庭の両立推進事業につきまして、先日審査会がありまして、２社が認定されました。最終的な報告は、また最終的に決まり次第、ご案内申し上げます。

以上でございます。

○白井会長
ありがとうございました。何かご質問がありますでしょうか。
（なし）

○白井会長
もしなければ、本日予定しておりました、議題はすべて終了いたしましたので、これをもちまして、第４回の男女共同参画審議会を閉会させていただきます。
長時間にわたりましてどうもありがとうございました。
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